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断熱型磁束量子パラメトロン  (Adiabatic 

Quantum-Flux-Parametron: AQFP) 回路は低消

費電力性、高速動作性、高感度性に優れ、CMOS

回路に代わる回路として期待されている[1]。

しかし、AQFP 回路は集積度が低いという課題

を抱えており、AQFP 回路のみでの大規模回路

の作製は困難である。そこで我々は AQFP 回路

と CMOS 回路を組み合わせた AQFP/CMOS ハ

イブリッドメモリを提案している。今回提案す

る AQFP/CMOS ハイブリッドメモリは、定数

値を AQFP 回路に供給する書き換え可能な

ROMとして開発した。メモリは、CMOS回路

で構成されるデコーダとメモリセル、ならびに

AQFP 回路で構成されセンス回路からなる。今

回測定したメモリシステムの回路図を Fig. 1

に示す。本提案では CMOS メモリセルの読み

出し用電源電圧を低電圧化し、メモリシステム

の低電力化を図った。測定結果を Fig. 2に示す。

センス回路の AQFP 回路は微小電流を検出可

能なので、CMOS メモリからの出力電流を極

めて小さく出来るため、大幅な低消費電力化が

可能である。また、AQFP/CMOSハイブリッド

システムで用いる AQFP 16-bit MUX の設計を

行った。今回設計した回路のレイアウト図を

Fig. 3 に示す。バイアス線を共通化することで

面積を削減するに成功した。発表ではハイブリ

ッドメモリと AQFP 16-bit MUXの詳細と測定

結果について報告する。 
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Fig. 1  Circuit schematic of an AQFP/CMOS 

hybrid memory 

 

 

Fig. 2 Measurement result of an AQFP/CMOS 

hybrid memory 

 

 
Fig. 3  Layout of an AQFP 16-bit MUX 
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